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DIAS-P 地球環境情報統融合プログラム 

• 平成23年度(2012)～平
成27年度(2016) 

• 文部科学省気候変動
適応戦略イニシアチ
ブ事業のひとつ 

• データ統合解析シス
テム(DIAS)の高度化・
拡張・利用促進 
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DIAS-PとGRENE-ei 
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DIASの情報基盤 

・超大容量ストレージ（ディ
スク18.8PB＋テープライブラ
リ6.2TB＝合計25PB） 
・解析クラスタを持つ超大容
量解析空間（16コア×120
ノード以上） 
・分野を超えるデータの相互
流通機能 
・高速ネットワークSINETに
よるリアルタイム処理（最大
40Gbps回線） 
（・スパコンとの連携） 

4 



軸の切替 

分類に対応する 
データセット数 

リンクをたどってデー
タセット一覧を取得 
(カテゴリによるデー
タセット検索) 

マトリックスによるデータセット俯瞰 

英語・日本語切替のサポート 

データの検索・ダウンロード 

データ俯瞰・検索システムでの 
ドキュメント閲覧ページ 

メタデータのダウンロード データのダウンロード 

外部システムとの連携 

 DIASのデータセット全体のマトリックスによる俯瞰 
 キーワード検索/場所検索/期間検索 
 外部システムとの連携(同時検索) 
 データファイルのダウンロードにつなげる 

 

ダウンロード可能なファイル一覧 

ログイン画面 
メールアドレスがあれば 
誰でもアカウント作成可能 

データポリシーの表示 
 ファイルダウンロード 

検索結果 5 



メタデータ 
ワーキンググループ 

 データ提供者作成 

データセットドキュメンテーション 

データ提供者    情報システム 
研究者  

 メタデータ  
入力ツール  

 当初検討 
サンプル
データ 
A1 – A6 

 キーワード  

 メタデータ標準  

 インタフェース検討  

 入力項目確認  

 アプリケーション 

 データ分類マトリクス 

 検索と表示  
ドキュメンテーション中の章立て、内容を分
析し，メタデータ項目との対応付けを行う。
データセットごとに内容が異なるため当初の
サンプルデータに対して詳細な検討を行う。. 

メタデータ入力ツールは必須メタ
データ項目を含めドキュメントの
章立てに対応  

 
 

メタデータ形式の検討 
 データ提供者が作成しているデータセット紹介のドキュメントを分析 
 ドキュメントに含まれているメタデータの収集 
 ISO19115（地理空間メタデータ標準）の項目との対応づけ 
 検索に役立つキーワードについての検討 
 

試行錯誤 
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メタデータ標準の参照 
• 地球環境データの多くは、地理・時間の属性を持つ。 
• ISO/TC211 が定めた地理空間メタデータ標準であるISO19115 

/ ISO19139 を参考に、DIASメタデータ形式を定める。  

ISO19115 ISO19139 
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プロジェクトとデータセットの関係 
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 プロジェクトメタデータ： 名称，連絡先，キーワー
ド，ホームページアドレス，データ利用規約，データ
引用文，データ免責事項 

 (1) 長期にわたるデータセットの場合、(2) 関与するプロ
ジェクトが複数存在する場合、にも対応できる。 
 

 



データへのアクセス権限管理 

ドキュメント/メタデータには全員がアク
セスできる。 

データへのアクセス権限には以下がある。 
1. 完全にフリーアクセス 
2. 同意により利用できる 
3. 承認を必要とする 
4. その他/特殊扱い 

アクセス権限は、データ提供者が定める
ポリシーに従い、個別に設定する。 
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メタデータ入力キャンプ 

• 入力方法・入力内容などが不明なため、メタ
データの登録が滞っているデータ提供者に対
し、疑問に答えて入力を促進する場を設定。 

• 2014年7月、11月、2015年2月に実施。 
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検索機能 
ボタンをクリックして、範囲選択 

キーワード検索 期間指定による検索 場所指定による検索 

入力された検索条件にマッチ
するデータセット一覧を取得 

ドキュメントの閲覧 
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データ俯瞰・検索システムでの 
ドキュメント閲覧ページ ダウンロード可能なファイル一覧 

ログイン画面 

データダウンロード 
 ユーザ認証 
 データセットごとのファイル一覧管理 
 データポリシーの管理 
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DIAS-PでのDOI付与計画 

• 既にデータセット単位でユニークな番号
を付与済み⇒これをDOIに移行する。 

• もともとDataCiteに近いメタデータ形式の
ため、JaLC形式への変換はおおむね可能。 

• データセットの定義はデータ作成者の定
義に従うため、統一基準は定めていない。 

• データセットの識別子＝約200、データ
ファイル＝約4000万。粒度のギャップ。 
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DIAS-PからJaLCへの貢献 

国際的な相互運用性の確保と、日本語を
扱うための拡張を中心に、要望を提出。 
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JaLCへの期待 
• データサイテーションへの研究者の期待
は高い。DOI付与に加え、DOIの利活用
（引用等）についても議論していきたい。 

研究データ基盤に関する意識調査（2015年） 東京大学 小野雅史氏による中間分析結果 

Q22. この条件を
満たすデータ基
盤に対しては、
自分のデータを
預けても良いと
思う項目を選ん
で下さい（複数
選択可） 
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地球環境情報統融合プログラム  

http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp/projects/dias/ 
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